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講義内容

1. 周波数の変化によるインピーダンス
2. 定常状態と過渡状態
3. モード解析法の考え方



周波数の変化によるインピーダンスの変化 2
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直列回路で考えるインピーダンスの変化 3
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並列回路で考えるインピーダンスの変化 4
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定常状態と過渡状態における回路の動作 5
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定常時→過渡時の
インピーダンス (t = 0)

過渡時→定常時の
インピーダンス (t = ∞)

変化なし 変化なし

ZL = ∞：開放

i(t) と vR(t) の波形が等しい i(t) と vR(t) の波形が等しい

ZL = 0：短絡

ZC = ∞：開放ZC = 0：短絡

電流 の急激な変化を妨げる
→ 電圧は急激に変化する

電圧 の急激な変化を妨げる
→ 電流は急激に変化する

導線 と同じとなるため
電圧降下は発生 しない

満充電 している状態となるため
電圧は発生 している



モード解析法による過渡現象の解法 6

① L と C の最初 と最後 の状態を導出
② 波形は上昇 か下降 か
③ 時定数 τ を求める

過渡現象の解法

ただし，RL 回路及び
RC回路に限る

（※RLC回路は条件による）

波形：上昇
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時定数の求め方

① 電源 を短絡除去する
② L，C と R を直列 の形にする

V

R

L

S

)(ti

R

L

L
RL τ

R

RC τ CR





 

回路

回路



モード解析法による過渡回路の解析 7
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キャパシタCの電圧 vC(t) を求める（なお，初期電荷は無いものとする）

回路の最初 の状態：t = 0でS = ON

回路の最後 の状態：t = ∞（定常状態）
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C：短絡

C：開放t = 0から t = ∞にかけて
キャパシタの電圧が上昇 している

∴波形は上昇 となる



モード解析法による過渡回路の解析 8

時定数を求める

①電源を短絡除去する
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➁ L，C と R を直列接続する
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